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薬剤が飲みにくい     
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薬剤の飲みすぎ       

処方内容と食習慣が
合っていなかった      

副作用の発症          

服用薬剤の理解不足

その他                    

（N=812）

在宅患者訪問薬剤管理指導 
又は居宅療養管理指導の開始時に 
発見された薬剤管理上の問題点 

潜在的な飲み忘れ等の年間薬剤費の粗推計 

=約５００億円 
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66.1%

78.2%
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副作用の発症         

服用薬剤の理解不足

改善 不変 悪化 無回答

（N=465）

（N=74）

（N=14）

（N=290）

（N=64）

（N=85）

（N=46）

（N=189）

（N=377）

在宅患者訪問薬剤管理指導 
又は居宅療養管理指導の取り組みの効果 

出典）平成１９年度老人保健事業推進費等補助金「後期高齢者の服薬における問題と薬剤師の 
    在宅患者訪問薬剤管理指導ならびに居宅療養管理指導の効果に関する調査研究」 

在宅患者訪問薬剤管理指導等により改善される 

飲み残し薬剤費の粗推計 

=約４００億円 

（参考） 

居宅における薬剤管理の問題点と 
薬剤師による訪問指導の効果 第80回（H23．9．22） 木村委員提出資料

社保審－介護給付費分科会



薬の飲み残し 

○ 高齢者の場合、処方されている薬の種類数が多いほど、薬を飲み残しているケースが目立つ。 

高齢者の薬の飲み残し（入院外）

10.7% 10.8% 12.1% 14.2% 14.2% 16.1%

32.0% 39.4% 44.4% 43.3% 49.2% 49.1%

50.9%
45.5% 36.4% 36.9% 29.5% 30.9%

6.4% 4.3% 7.1% 5.6% 7.1% 3.8%

0%

50%

100%

１種類 ２種類 ３種類 ４種類 ５種類 ６種類以上

処方されている薬の種類

無回答

ない

たまにある

よくある
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